


















   ～１．図書館スタッフによる学習支援 
        「プレゼン入門：話す基本技術」～ 
久保山 健 (KUBOYAMA Takeshi) 
大阪大学附属図書館 利用支援課 (サービス企画主担当) 


































○Teaching Assistant (TA) 
・総合図書館 大学院生 6名 
・理工学図書館 大学院生７名 










































    (*)赤井規晃. 大学図書館とライティング教育支援. カレント


















































  2012.9の発展編は、図書館ホール 





























・津田久資, 下川美奈. ロジカル面接術. 2013年基本編. 
ワック. 2011 から第2章 (p.87-96) 
・平井通宏. エンジニアのための英語プレゼンテーショ








 1回目は平均4.50  2回目は平均4.56 
・学習機会の少なさ。実習の長さなど。 
(3) 紹介 
18 
(6) 大学教育の中の「プレゼン入門」 
・「大学図書館の教育機能のアピール」「本学
の教育活動になんらかの関わりを持つ」 
 一定の効果があったと信じたい 
 （教員のサポート/聴講。ある教員がFacebook
で紹介。あるゼミへの1コマ出張?） 
 
・但し、まだきっかけの段階。これからも実践
を重ねる必要がある。 
 
(3) 紹介 
2013/7/30 
4 
19 
(1) 内容と回数の充実 
・内容は常に見直し 
・受講機会の増加（授業期に定期開催?） 
 
(2) 位置付け 
・回数を一定程度で続けるのか、新しい機能と
して拡充するのか 
・忘れてはならいのは：これにより本学の教育
活動と図書館スタッフの活動との距離が近く
なり、意識や課題の共有に。 
 従来とは異なるつながりの契機に。 
(4) 課題 
20 
(3) 効果分析 
・習熟度、事後の実践について未評価 
・事後アンケート？ 
(4) 継続性の確保 
・講師は一人のみ。日本語でのスピーキングは
あまり定型化されていない。属人性の高さ。 
(5) 授業との関わり 
・大きいとは言えない 
・あるゼミへの1コマ出張?は、エレベータでの
偶然の会話から。 
(4) 課題 
21 
(5) まとめ 
■一つ目の内容 
(1) はじめに 
(2) これまでの講習会の概観（TA講習会、レポー
トの書き方講座、論文の書き方/文献の読み方 プチゼミ） 
(3) 紹介 
(4) 課題 
(5) まとめ 
